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喜界島方言の系統的位置について 

ローレンス・ウエイン 
 

１� はじめに�

 

仲宗根 (19 1  20 1) や 外間 (1977  295; 2000  325) は奄美群島の方言を次のように分類している。 

 

     奄美方言 

 

 

 与論島  沖永良部島�  徳之島�  喜界島�   大島本島 

  方言   方言 方言�    方言 方言 

 

この分類が正しいとすれば、奄美祖語から比較的短期間 (数世代か) のうちに下位の五方言群がすべて出

来上がったことになる。一方、中本 (1981b  2 ) は奄美方言群はまず北奄美方言と南奄美方言とに分岐し、

その後さらにいくつかの下位方言群に分かれたとするが、現在の喜界島諸方言の一部は北奄美方言系で、

残りのものは南奄美方言系として分類している。 

 

   奄美大島方言 

 北奄美方言� �   徳之島方言 

   喜界島北部方言 

� � � 奄美方言 

   喜界島中南部方言 

 南奄美方言  沖永良部島方言 

   与論島方言 

 

この分類に拠れば、喜界島の北部方言と同じ喜界島の中南部方言の関係より、喜界島北部方言と徳之島

の方言の関係が近いということになる。また、喜界島の北部方言と中南部方言の両方にある語形は、借

用形でないとすれば、奄美祖語に再建されうる。すなわち、喜界島北部方言と喜界島中南部方言の最近

共通祖語は奄美祖語になる。この区分けは最近では木部 (2004  9,10) やかごしま地域文化創造事業奄美地

区実行委員会 (編) (2010  7,8) も踏襲している。  

� 狩俣 (1999  40, 45) は中本 (1981b  2 ) 等の南奄美方言群に沖縄北部方言を加えて、｢沖永良部与論沖縄北

部諸方言」という方言区画を設けた上で、喜界島北部方言である ｢小野津、志戸桶、佐手久のみっつの
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の方言も の喜界島の諸方言と同 にこの下位 ー に くめるべ であ う  (45 ) と べて

いる。  

� 本 では、中本 (1981b  2 ) 等と 立する立 をとって、喜界島北部方言と喜界島中南部方言はともに

一つの方言区画を形 することを論じる。 

 

� 喜界島方言に ��

 

� ローレンス (200 ) には次の がある。 

 

｢ 統的な区画でいう奄美方言が一つの方言群を するか うかという は本 の

外であるが、一つ 的な語は「 」を する語形である。沖縄ではこれは a uzu 系に

なっている。 も同系統のようである (  a uz , 間 a o , 与 国 a u ) から、沖

縄からの借用語でないとすれば、 祖語に a uzu が再建される。しかし奄美大島・徳之

島・沖永良部・与論の諸方言の語形はすべて a azu に るようである (  aaz ,  用  

a az ,  戸 徳 a a ,  徳之島 津 aaz ,  沖永良部  aaz ,  与論 aaz )。このことは奄美

地方の方言は一つの系統的まとまりをなすことを す根拠とな う  (115  4) 

 

喜界島方言では a azu系の語形は ｢  の で われないが、 a azu に する語形として次のもの

がある。 

 

 小野津� aazu    ｢  ( 語) 

 志戸桶� aazu  ｢  ( 語) 

 � � aa u u ｢ やかましい  

 � � aazu  ｢ なことをし べること  

 � � aa u  ｢  ( 語) (  1977 1941  7)  

 � 久� aazuu  ｢し べりす る  

 � � � aa u  ｢ し べりのしす  (けなして言う) 

 中� � aazuu  ｢ を言うこと  

 上 � aa u  ｢ し べりが い  

 

喜界島のすべての方言は 系統の 語を ｢  の で う けでなく、 調査したすべての地 では 

a azu 系の 語は 語的な 合いを て を こしている。 語形の ｢  の 域 の

                                                 
1� 本 では を 用する ( u  u ,   ,   ɕ ,   ɕ , a  a , a  ɕa , aa  aː )。 
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がこの を したか、あるいは a azu 系の 語が を こして、 を めるため

に の語形が ｢  をさすようになったと される。しかし、 島的に同じ 語的な方 に

しているのは、 がその方 に 化し したのは一 けであって、 化しはじめてのちに の方

言に分化していったであ うと される。 

 

� 次の語形が すように、｢みか  の奄美祖語形は un bo として再建で る  佐  unu u (

方言研究  2003  233; 狩俣 2003  43),   un u  un bu (  195811),  大  un bu (

・  1977  808),  戸 諸  un bu ( a  1984  100),  徳之島 間 un  ( か 200  27),  沖永良

部  u ubu (日本 会 1972  1 3),  沖永良部  u bu (上野 2005b  174),  与論  

un bu ( ・   2005  189)。一方、喜界島の方言では語 は aa になっている。  

 

 小野津� un aa  

 志戸桶� un aa 

 � � un aa 

 � � un aa 

 � � u aa�  (  1977 1941  89)  

 � 久� u aa 

 � � u aa 

 � � � u aa 

 中� � un baa 

 � 木� u baa 

 上 � un aa 

 

方言で ｢みか  の語 が a(a) としてあらわれるのは喜界島 けのようである。また、喜界島

の 地 の語形が aa で わっていることから、喜界島祖語形が un aa として再建で る。中本 

(1981b) の方言区画に えば、 un aa は un bo とともに奄美祖語形として再建され、aa わりの語形

がな 喜界島にしか存在しないかは として残る。 

 

� 奄美の一部の方言では ｢  のことをいうのに イ系の語形を う  徳之島 津 a  (  198  1 0),  

沖永良部  a  ｢総 、  (  198  159),  沖永良部  a  ｢  (
のえ

 1987  154),  与

論  a  ｢ ウ ( イ の ) ( ・   2005  412)�。喜界島は イ はなくて、 a  に a(a) 

が いた a aa が小野津,  志戸桶,  実久,  ,  ,  久,  ,  上 な から報告されている (上野 
                                                 
�  (1984  178 9) は大 の o もこの イ系の語形であると論じている。 a  から語 が した

もの うか。 
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1992  81)。 地 ではないが、喜界島の北部方言からも中南部方言からも報告されていることから、

a aa は喜界島祖語に るといえよう。 の方言に u  ｢ 月 の れ (  )  (  

1977 1941  77) があることから、 aa が する の a  が 合語の中に化 化して残っていることが

わかる。 

 

� 奄美群島の 地で ｢  を する語形として 系のものが われている   bu u (

大方言研究  1977  40),   bu u (狩俣・上  2003  13),   bu u (  1958  19),  

 bu u (中本 197  11),   bu  (  200  130),  徳之島  bu u ｢か ち 、 、  (徳

 1975  80),  沖永良部  bu u ｢  ( のも)  (上野 200  12),  与論  bu u ｢ 、  ( ・

  2005  31 )。喜界島方言では ｢  は a a  というが、喜界島小野津 ubu u ｢  (  200  121),   

ubu u ｢  ( ) ,   ubu u ｢  ( )  ( 部 1959 1932  330) は 形の残存とみな る�。 

� ｢  を する の語形との を するために、  はいくつかの地 で を

こして「 の 」をさすようになったと えられる  大  bu u ｢し れこうべ  ( ・  1977  

125),  徳之島 間 buu u ｢か ち 、し れこうべ  (上野 1977  14)。喜界島では「 」をさす 語に 

系の 語があるが、語 に aa があるのは喜界島方言 の のようである。 
 

 志戸桶� ubu aa ｢  

 � � ubu aa ｢  

 � � ubu aa ｢  

 � � � ubu aa ｢  

 中� � ubu aa ｢  

 

この   ー の a(a) の 化と ｢   ｢  の は同 に こった 化であ う。

この つの 化が同 に こる はない ( aa は ｢  の はなく、また大 な で aa のない 

系の語形が ｢  をさすようになった) ことから、喜界島の北部方言にも中南部方言にもこの

つの 化が こっているということは、この つの 化は喜界島祖語の で こったからであると言

える。 

 

� ｢  は奄美地方の 地で a ub 系の になっている  佐  a ub u ,   a u u   

a ub u  (  1958  41),  大  a ubu  ( ・  1977  259),   a ub u  (中本 197  59),  沖永良部

                                                 
� 中本 (1981b  42) は、奄美大島と喜界島で 系の 語が｢ を すようになったこ 、 系は沖縄

を中 に まったとみているが、喜界島では は｢ をさす い語形であると われる。
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 a ub  (上野 200  4),  与論  a ub u  ( ・   2005  283)�。喜界島方言も a ub 系ではあ

るが、いくつかの地 で ub  が bb  か b  に 化している。 

 

 小野津� abb  

志戸桶� abb u �  (中本 1978  53) 

� � a u  � (  1977 1941  142) 

� 久� a b �   

 中� � a ub  

 上 � a b u�  (  1977 1941  142) 

 

喜界島の abb  と a b  はともに abb  という形に ると えられ、喜界島最北の である小野津と最

南の である上 、そして中部の から れた 久 にも分 していることから、これは喜界

島祖語形であるといえよう�。この abb  はさらに奄美祖語形の a ub  に 来する�。 

 

� 上に り上 た語 は喜界島にしかみられない 形である。次の も 形であるが、喜界

島 のものではない。 

� ｢下  のことを奄美の方言では次のように 現する  部 a z a (上野 199 b  58),  大  

a z a ( ・  1977  250),   a a (中本 197  32),  戸 諸  a z a a (狩俣 199  37),  徳之

島 津 a z a (  198  2 9),  沖永良部  a z a(a) (上野 2005a  11),  与論  a z a ( ・   

2005  24)。上 の語形はみな a z a (  a a  a a ｢ ) に る。一方、喜界島方言の語形には z  の

形 が たらない。 
 

 小野津� a aa  

 志戸桶� a aa 

 � � a aa 

 � � a aa 

 � � a aa 

 � � a a(a) 

 � � � a a 

                                                 
� 徳之島で ｢  は 系統の a u  である  津 a u u  (  198  43 ),  間 a uu  (上野 1977  22),  之  

a u  (中本 1979  2)。 島の a u  (中本 1981a  47) もこの系統であ う。 

� 中 と の語形は として残る。 の a u  は a   a ub  に 来する う。喜界島祖語に 

a ub  と abb  の両形 が共存していたのであ うか。�

� この bb  / b  の分 と類 のものは ｢  abba / a ba にもみられる (上野 1992  137 )。 
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 中� � a a 

 � 木� a a 

 上 � a a 

 

喜界島方言の� a ( )a(a) は a a に 来すると われる。この a a は a z a からではなく、 し 形

である a a から、    の 化を てで た語形であ う。 

� 部の 方言にも a a が われ、同じ の北部 (佐 、 ) に a a が報告され

ている (上野 199 a  249)。喜界島の a ( )a(a) は の a a / a a と関係があるとすれば、喜界島祖語

は現在の 部 (喜界島の ) にその ー があり、 祖語と 語関係にあるという も

えられる�。しかし、｢下  が である 、 部から とともに a a、あるいは a a 

という語形が喜界島に って まったという はなくはない。  
 

� �

 

言語 (方言) の分岐分類を論じる 、 一 える手立ては共 される言語 であるから、その が

系統の言語 (方言) に する しくないものとなれば、所 の め手としての は しく 滅

する。このため、 方言の 下位方言群に られる     ,    ,  系 調と 系 調の合 な

の言語 化は喜界島方言が一つの系統群 ( 系統群) を形 するか、 系統群になるか、その には

与しない。 

一方、本 でみた喜界島の北部方言と中南部方言が共 する は一 の いものであると われ

る。 の 方言では aa は ｢みか 、｢ 、｢  を する語形に しないし、 a ub  は abb  / a b  

にならないようである。これらの 化は喜界島北部方言と喜界島中南部方言にそれ れ 立に じたと

は えにくい。それは があまりにも いからである。このために、中本 (1981b) 等の分類が正し

いとすれば、これらの 化は ちらか一方の方言群で じて、そこから 島を うように がったと

るを ないであ う。しかし、喜界島には30の があり、30の方言があるから、 化 の語形は島

の こかに残っていてもいいようなものである。 が、 の りでは ー  ｢ 、  ｢みか

、  ｢下 、  ｢  の は島の こからも報告されていない。これらの 化が喜界

島祖語の で こったとすれば、 化 の形の は される。 

� 本 では、喜界島の諸方言が一つのまとまった方言群をなすことを論じたが、この方言群と奄美方言

の の方言との関係を するにはま っていない。下 が借用 でないとすれば、喜界島祖語は

祖語と 語関係にある が されるが、より な比較研究が で、そのために喜界島方

                                                 
� 祖語では、｢ 」は a  で、語 に 的な  が 加されている (上野 199 a  158 )。喜界島祖

語では ｢ 」は a として再建で るから、 形を しない喜界島方言は 方言の 言語でないこ

とになる。 
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言、 方言、なら に奄美地方のその の 方言のより 実した語 と文 の の が たれ

る。 
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